
工夫　  経験豊富な教諭を、拠点校指導教員、校内指導教員等として

　  　　　配置し、組織的かつ継続的な研修を実施している。

　　　　 　

　　　　

　　　　　 

札幌市

取組の概要

成果と課題

成果

・ 指導教員の高い専門性を生かした日々の指導により、初任者の指導

力向上が見られる。

・ 校内における初任者への相談体制が整備されるとともに、教員相互の

良好な人間関係が構築される。

課題

・ 配置できる指導教員の数と質に問題が見られる。



仙台市

取組の概要

成果と課題

　

研修番号１ 〈基本的な研修１〉 フレッシュ先生１年次研修 
ね ら い 教育公務員及び学校組織の一員としての自覚を持ち，児童生徒理解に努め，授業づくりに必要な力量を身に付けます。 
対象・定員 【悉皆】採用1年目の教諭（小・中・特） 

 ※ 第１回，小６中５回と小７中６回，第 10 回は，新規採用養護教諭（小・中・特）も対象となりま
す。 

 ※ 第３回と第 10 回は新規採用学校事務職員（小・中・特）も対象となります。 
 

回 実施日時 場 所 内    容 OJTに生きる力量 

１ 
4 月 4 日(月) 
9:00～12:00 

教育センター 
大研修室 

（講義） ・社会人としての常識・マナー 
（開講式）・フレッシュ先生に望むこと 
（講義） ・教職員の服務とモラル 
（講義） ・教員としての使命，情熱 
講師：教育長，教職員課長，教育センター所長，主幹，主任指導主事 

使命感･情熱 
高い倫理観 
社会性・識見 
向上心 

２ 
4 月 4 日(月) 
13:30～16:45 

教育センター 
大研修室 

他 

（講義）・学級づくり概論 
（講義）・学級担任の実務，学級開きについて 
（説明）・フレッシュ先生研修について 
講師：拠点校指導教員，教育センター指導主事 

学級づくり 
児童生徒理解 

３ 
5 月 31 日(火) 
6 月 2 日(木) 
14:00～16:45 

（講義）・震災復興と教育 
（講義）・授業づくりと学習指導案の書き方 
講師：学びの連携推進室室長，教育センター指導主事 

防災教育 
使命感･情熱 
授業構想 
授業実践･評価･改善 

小4 
6 月 14 日(火) 
6 月 16 日(木) 
14:00～16:45 

仙台市科学館 

【小学校】 
（演習）・理科の授業づくりと観察・実験の指導 
講師：仙台市科学館指導主事，教育センター指導主事 
※ 小学校教諭のみが受講する。 

授業構想 
授業実践･評価･改善 

小5 
中4 

6 月 28 日(火) 
6 月 30 日(木) 
14:00～16:45 

教育センター 
大研修室 

（講義）・スクールコンプライアンス 
（講義）・安全教育の実際 
（講義）・学校保健の実際 
（講義）・食育と給食指導の実際 
（説明）・宿泊研修に参加するにあたって 
講師：健康教育課指導主事，教育センター指導主事 

コンプライアンス 
危機管理･安全管理 

小6
中5 

8 月 2 日(火) 
9:00～16:45 泉岳自然 

ふれあい館 
（宿泊研修） 

（演習）・野外活動の実際Ⅰ 
講師：教育センター主幹，主任指導主事，指導主事 他 

使命感･情熱 
職員間の円滑交流 
自己啓発 

小7
中6 

8 月 3 日(水) 
9:00～15:30 

（演習）・野外活動の実際Ⅱ 
講師：教育センター主幹，主任指導主事，指導主事 他 

小8
中7 

8 月 18 日(木) 
8 月 23 日(火) 
9:00～16:45 教育センター 

大研修室 
他 

（演習）   ・５年次教員の学習指導案検討及び模擬授業 
（講義 演習）・児童生徒理解に関する協議 
（協議）   ・授業研究に向けての準備 
講師：教育相談課，教育センター指導主事 

授業実践･評価･改善 
授業研究 
児童生徒理解 
教育相談 

小9
中8 

10 月 31 日(月) 
11 月 1 日(火) 
14:00～16:45 

（講義 演習）・学習指導案の検討及び模擬授業 
講師：教育センター指導主事 

授業構想 
授業実践･評価･改善 

中9 

11 月 15 日(火) 
11 月 17 日(木) 
12 月 6 日(火) 
12 月 8 日(木) 
14:00～16:45 

子供相談支援 
センター 

【中学校】 
（講義）・生徒指導の実際と関係機関との連携 
（実技）・街頭指導 
講師：仙台市子供相談支援センター所長，主査 
※ 中学校教諭のみが指定されたいずれか一日を受講する。 

児童生徒理解 
生徒指導･教育相談 

10 
12 月 13 日(火) 
12 月 15 日(木) 
14:00～16:45 

教育センター 
大研修室 

（講義 演習）・コミュニケーショントレーニング 
（講義）   ・教職員のモラルと今日的課題 
講師：臨床心理士，教育センター主幹 

コミュニケーション 
児童生徒理解 
コンプライアンス 

11 

9 月～2 月 
【ブロックご
と実施】 

13:00～16:45 

５年次教員代表
授業者所属各校 

（授業研究及び授業検討会）・５年次教員代表授業者の授業参観 
             ・授業検討会 
（協議）         ・情報交換 
講師：教育センター指導主事 
※ ブロックごとに実施する。 

授業実践･評価･改善 
授業研究 

12 
2 月 14 日(火) 
2 月 16 日(木) 
14:00～16:45 

教育センター 
大研修室 

他 

（講義） ・トピック講義 
（協議） ・ブロックごとのテーマ別協議 
（閉講式）・ブロック研修閉講式 
講師：教育センター主任指導主事，指導主事 

児童生徒理解 
学級づくり 
生徒指導･教育相談 

 

特色・工夫

・ 初任者の研修期間を４年間とする。

・ ５年次ブロック研修を悉皆とし，フレッシュ先生研修４年間と併せて５年間継続して研修を行っている。

・ １年目の研修では，５年次教員と合同研修（５年次ブロック研修）の機会を３回設定している。

（ブロック研修）

・ １年目と５年次の教員が合同で行う研修。

・ 身近な先輩教師の助言を基に，実践的指導力を高めるねらい。

・ 児童生徒理解，学級経営，授業づくり等を相談し，ともに考えることで成長を促すねらい。

・ ５年次教員を校外におけるメンター的な役割としている。

（サポート体制）

・ OJTサポート事業に「フレッシュ先生サポート」を位置付けて，学級づくり，授業づくりに関する支援を行って

いる。（学校訪問，教育センターへの来所等）

・ フレッシュ先生研修のナビゲーションの窓口「ふれなび」を設定して，電話，メール，巡回郵便等によって，

「一人で考えても分からない」「誰に，どこに相談すればよいか分からない」という場合の相談先や相談相手を

伝えている。

成果

・初任研を新任から4年間に研修をスライドさせたことにより，児童生徒と向き合う時間や同僚と共に研修す

る時間が確保されている。

・新任教員と先輩教員(5年次)が共に学ぶ研修を実施することにより，身近な先輩教師の助言を基に，実践

的指導力を高めることができている。

課題

・採用者数の増加により，模擬授業・指導案検討等の個別対応が難しくなっている。

・指導教諭は拠点校方式と各校方式の2つの方式で実施しているが，配置される指導教員の質に問題が見

られる。



　初任者を含む、経験の浅い教職員が成長するため、メンターチーム等の活動を実施している。

成果

○「メンターチーム」等の取組が校内で組織的にＯＪＴを進め、初任者や経験の浅い教職員の授業力を

　はじめとする力量の向上に生かされている。

○様々な人材育成の取組により、初任者や経験の浅い教職員の学校経営に対する参画意識が高まった。

○「メンターチーム」等の人材育成の取組は、主幹教諭等初任者や経験の浅い教職員を指導する立場の

　教職員にとっての内省と更なる向上の機会ともなっている。

課題

○メンターチーム等の活動は、それぞれの学校で温度差があり、質が均一でない。

○人材育成に関して、管理職の学校マネジメントに対する意識をさらに高める必要がある。

横浜市

取組の概要

成果と課題









新潟市

取組の概要

成果と課題

工夫① 初任者の授業力向上に向け、指導主事によるきめ細やかな授業作り指導、小グループでの公開授業、を実施。

体験学習に関する実地研修として、新潟市立の農業体験施設アグリパークで農業体験研修を実施。工夫②

成果 ・初任者の授業における指導力向上に向けた取り組みをさらに継続する

形で、２、３年目を白帯、４、５年目を黒帯とした研修体系を設定している。

初任者研修から５年間継続して、授業力向上に取り組むことにより、確実

に個々の授業力は向上している。受講者本人もそれを実感できることで、

研修意欲の向上、継続、やりがいにもつながっている。（評価より）

・小グループでの授業研究、宿泊研修等、初任者相互の関係性を高める

研修形態により、良好な人間関係を構築するために必要なスキルが自

然と身についてきている。

課題 ・学校現場が多忙化しており、初任者研修についての理解、支援体制に

やや学校差がある。初任者研修への理解を深めることが必要。



　

◎１０年経験者研修にとって
・ミドルリーダーとしての自覚が促される場となる。
・自分のこれまでの経験を振り返ることができる。
・自分の成長を振り返ることができる。

◎初任者にとって
・少し先の自分の未来像を想像できるようになる。

　にくいことがある。

【課題】
・中学校では、教科や部活動などの違いによって立場が違い、話し

・ある程度身近に感じ、気軽に悩みなどの話をしやすい。

【成果】

浜松市

取組の概要

工夫①　10年経験者研修とのコラボ研修
　10年経験者研修では、組織マネジメント研修を通してミドルリーダーとしての自覚を促している。
そこで学んだことを生かして、初任者へ自分が得意とすること（学級経営、学習指導、生徒指導な
ど）についての講義や、初任者の悩みの相談を受ける研修の時間を設けている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０年経験者の感想より
・自分自身も初心に戻り、「謙虚な姿勢」と「強い志」をもって仕事に取り組みたいと思いました。今
後も、中堅という立場を意識しながら学校全体を意識して業務に取り組んでいきたいと思います。
・自校で積極的に若手とかかわり普段から話をすることが大切なんだと感じました。
・私自身、先輩教員に真摯に学んでいきたいです。

成果と課題

　　　　　　　　　　初任者の感想より
・先輩方の経験や実践を聞くことで、同じような悩みを
抱えながら奮闘してやってきたと感じました。
・子供たちの為に、自分自身の力を常に向上させて
いることを感じました。
・聞いてみたいけれど、なかなか聞けないことを聞くこ
とができ、勉強になりました。
・１０年後、このような先生になりたいなという目標を
もつことができました。
・普段はどうしても目の前のことばかり見ていました。
そんな中、10年目の先生のお話を聞き、「今後の自
分の教師人生」のプランの立て方を考えることができ
ました。
・「たくさんの失敗をしたよ」と笑って話してくださった
ので、とても安心しました。



  

　　　　

名古屋市

取組の概要

成果と課題

工夫 研修の実践にあたって、座学型の研修だけでなく、ワークショップを

取り入れた研修も行う。

グループの中で協議したことを互いに発表し共有した後、個人の考

えを振り返る協議方法を重視する。

成果

・参加者が自ら参加、体験できるため、話し合いへの意欲を高めることが

できる。

・協議の内容を可視化することができ、議論のポイントに意識を集中する

ことができる。

課題

・進行役が初任者となるため、話し合いの内容をまとめる力量に差が出

てしまう。



　　　　　 

　　　　　

　　　　　 

　　　　　 

成果 ・

　 　　　

　　 　　

　　 　　

・

　　　　　

・

　　　　　

　　　　　

　　　　　 組の充実を図っている。

量を高めるために「ミドルリーダー養成講座」を実施するとともに，

「京都市ＯＪＴ実践ガイドライン」を策定し，近隣校や中学校ブロック

単位の学び合いの場を設け，学校間連携によるＯＪＴの推進等，取

図ることができる。

校内における初任者の相談体制が整備され，教員相互の良好な人

課題

間関係が構築できる。

教職員の世代交代が進み，中堅教員層が少ない中，中堅教員の力

でなく，中堅教員も若手教員を指導することで，自身の力量を向上さ

せることのできる場としている。

を行うとともに，中堅教員が中核となって，若手教員や初任者と指導

校内コーディネーターが高い経験値と専門性を生かした初任者指導

力向上に向けた学び合いをすることで，互いに資質や力量の向上を

京都市

取組の概要

成果と課題

工夫①　

工夫②　

初任者や若手教員と中堅教員が共に学び合い，高め合う自主的な

勉強会グループを公募し，学校内における意図的・計画的・継続的

なＯＪＴを通した人材育成を推進している。

指導力向上に向けた様々な取組が，初任者や若手教員の育成だけ

【学校内】

指導
教員

初任者

中堅

教員

（ミドル）

若手
教員

学び合い 学び合い

校内コー

ディネー

ター

学び合い

指導助言

指導助言

指導助言



○取組内容

共通研修の中で２回、採用２年目、６～９年目の教員を講師に招き、実践報告

を実施している。

○具体的方法

市内全域から、生徒指導や学習指導などで優れた実践をしている教員

約２０名を選び、研修会に講師として招へいし、班別分科会で、先輩教員の

「実践報告・質疑応答」の時間を設けている。

○成果

各学校園での具体的な事例について活発な意見交換が行われ、初任者の

指導力の向上につながっている。

○課題

対象の教員が校園内で中心的な存在のため本人の業務が多用化しており、

研修日程の調整が困難な場合がある。

大阪市

取組の概要

成果と課題



　　　 　 

　　　  　 

　 　　　  

　　　　

　　　　　

　　　

　　　　　

　　　　  

　　　　　

堺市

取組の概要

成果と課題

工夫① 校内研修の活性化のため、指導教員研修を実施し指導教員の資質向上に努めている。

工夫② 当該教諭への指導の充実を図るため、学校ごとに経験豊かな専門指導員を配置し訪

問・巡回指導を行っている。当該教諭の指導力向上に向けて、参観指導や授業研究

指導等を行い、学級経営や学習指導についての指導及び相談を実施している。

工夫③ 具体的な実践事例から、めざす教員像をイメージできるよう校外研修の講師として現職

教員を活用し、研修を実施している。

成果 ・指導教員の指導のもとで校内研修の充実がみられた。

・経験豊富な専門指導員の定期的な訪問指導等により、実践的指導

力の向上が見られた。

・具体的な実践事例の報告により、理論と実践がつながり、深まりの

ある研修が実施された。

課題 ・指導教員の加配措置があり、初任者指導に専念できる教員の指導

がある学校と、加配措置がなく担任業務等をしながら初任者指導に

あたる学校とで指導の質に差が生まれる。



５年経験者の具体的な学級経営の取組を聞くことで，２学期の実践に

生かしたり，学級経営，教科指導等で課題に感じていることを５年経験

者とともに協議することで，不安を解消したり解決への糸口を見つけた

りできるようにしている。

・ ５年経験者が掲示物やノート等を示しながら，具体的に発表するため，

初任者にとっては２学期以降の実践に生かすことができるヒントを多く

もらえることができている。

・ 学級経営や教科指導等の課題について協議することで，５年経験者も

初任者の時に同じような課題を抱えていたことを知り，安心するとともに

課題に対する具体的な方策についてともに協議することを通して課題

解決への糸口を見い出すことができている。

・ 実施回数が少ない５年経験者研修の中で，合同研修のねらいを着実に

伝え５年経験者と初任者が狙いを共通理解した上で，実施できるように

していく必要がある。

課題

岡山市

取組の概要

成果と課題

工夫

成果



福岡市

取組の概要

成果と課題

 実践的指導力 

使命感・幅広い知見  

 

  

拠点校・一割枠校内指導教員の 

研修と情報交換 

 
校内研修との連携 

 学校訪問と指導 

（指導案作成と公開授業）   

  

    

教育公務員・社会人として（A 研）  指導力のある教師として（B 研） 

１年次研修 「小・中学校１５日，特別支援学校 14 日，高等学校１８日」 

教師としての基礎的・基本的な資質・技能の習得期  

○ 新任教師に期待すること 

 ・福岡市スタンダード 

 ・教育委員との意見交換会 

○ 教育公務員としての自覚 

 ・服務，公務員倫理等 

○ 教師としての社会性 

 ・接遇 

○ 人権教育研修 

 ・人権教育の現状と推進等 

 

 

 

○教科等指導研修 

・教科指導 

 ・道徳の時間 

 ・特別活動 

 ・課題研 究に 向けて  

○ 生徒指導研修 

 ・保護者対応 

・情報モラル 

 ・清掃指導 

○教育相談研修  

 ・学校教育相談 

○学級経営研修 

 ・学級経営の基本 

○特別支援教育研修 

 ・特別支援 教育 の推進と

教師の役割 

・LD・ADHD・高 機能 自閉

症の理解と支援  

○健康教育研修 

 ・食育，保健指導  
○安全指導研修 

・普通救命講習 

   

２年次研修 「5 日」 

教師としての実践的指導力の充実期  

○  教育公務員としての使命とマネジメン

ト研修 

 ・教育公務員としての倫理観や規範意識の

向上を図る研修 

 ・教師としての力量の向上を図るマネジメ

ント研修 

○ 課題研究 

・授業づくりについて        

・課題設定と研究計画 

・中間報告会 

・研究報告会 

 

   

３年次研修 「３日」 

教師として基礎的・基本的資質能力の完成期  

○ 特別支援教育の実際 

 ・特別支援学校の体験研修，及びファインピック体験研修 他 

○ 教師としての社会性 

 ・企業人との意見交流会 

 

成果

・３年間に校外研修を分けることにより、１年次に学校を空ける時間が

少なくなる。

・３年間に渡って研修を行うことにより、２年目・３年目と経験に合わせ

て、研修内容の充実を図る事ができた。

課題

・拠点校配置校ではなく、校内指導教員担当校では、研修計画や実施

に関して学校の負担が大きい。


